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ダイオキシン類ダイオキシン類
調査結果調査結果

　
　

　平成１４年１０月の国土交通省の通達により、事業の整
備効果向上を図るため、下記に示す４項目について再
点検を行い「下水道事業効率化・重点化計画」を策定
するものです。

　役 割 分 担　
　これから汚水処理施設を整備する地区について、
経済的な整備手法を検討し、各汚水処理施設（下水
道事業、合併浄化槽）の役割分担を再点検しまし
た。

　コスト管理　
　限られた予算の中で下水道事業の整備効果を上げ
るために、コスト縮減の再点検を行いました。

　時 間 管 理　
　下水道施設を効率良く整備し、早期に整備効果が
あらわれるように時間管理の再点検を行いました。

　整 備 効 果　
　上記３つを総合的に検討し、下水道事業の整備効
果を再度合理的に検討しました。

○点検結果
　現在公共下水道未整備の小野路町・相原町・小山
町（各一部）について、建設費・維持管理費・整備
期間・整備効果を公共下水道事業と合併処理浄化槽
設置事業で比較検討を行った結果、いずれの地区で
も公共下水道事業を進める方が効率的であるとの結
果を得ました。

　

市
で
は
、
昭
和　

年
鶴
川
団
地
の
開

３９

発
に
伴
い
、
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
生
活

環
境
の
向
上
や
河
川
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
、
効
率
的
か
つ
計
画
的
に
公
共

下
水
道
の
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
０
３
年
度
末
で
は
、
市
域
面
積

の
約　

・
３
％
（
面
積
普
及
率
）
、
総

５５

人
口
の
約　

・
９
％
（
人
口
普
及
率
）

８１

で
公
共
下
水
道
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
（
＝
左
図
参
照
）
。

　

こ
の
度
、
左
下
表
に
示
す
「
下
水
道

事
業
の
整
備
効
果
向
上
を
図
る
た
め
の

事
業
の
再
点
検
（
４
つ
の
点
検
）
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
方
針
を

以
下
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

場
十
字
路
」
ま
で
の
区
域
を
認
可
取
得

し
、
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
整
備
の
進
捗
状
況
及
び
４

つ
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
末

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
ま
で
（
２
９
１
・

９
５
�
）
認
可
区
域
の
拡
大
を
行
い
、

「
小
山
町
・
相
原
町
」
へ
の
整
備
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
常
盤
の
交
差
点

ま
で
完
成
し
て
い
る
鶴
川
幹
線
の
延
伸

工
事
が
始
ま
り
、
併
せ
て
各
戸
へ
接
続

す
る
枝
線
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ヘ　

ク

タ
ー
ル

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

〜
水
洗
化
１
０
０
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□問
 

下
水
道
総
務
課
11
７
２
０
・
１
８
１
１

・
開
削
工
法
で
あ
っ
て
も
本
管
の
曲
線

設
置
を
導
入
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
数
を

減
ら
し
て
い
ま
す
。

・
本
管
埋
設
の
際
に
埋
め
戻
し
に
現
場

の
発
生
土
を
再
利
用
し
、
残
土
処
分
費

を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

・
一
件
の
工
事
発
注
規
模
を
大
き
く
し

て
、
工
事
諸
経
費
の
節
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

・
水
道
や
ガ
ス
等
、
他
事
業
で
の
道
路

掘
削
を
伴
う
工
事
が
あ
る
場
合
、
積
極

的
に
調
整
を
図
り
、
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
、
市
内
で

１６

３１

公
共
下
水
道
が
未
整
備
の
区
域
に
お
け

る
汚
水
処
理
は
、
く
み
取
り
が
約　
１０

％
、
単
独
処
理
浄
化
槽
が
約　

％
、
合

２５

併
処
理
浄
化
槽
が
約　

％
と
な
っ
て
い

６５

ま
す
（
清
掃
補
助
券
交
付
件
数
よ
り
）。

　

し
か
し
、
く
み
取
り
や
単
独
処
理
浄

化
槽
に
よ
る
処
理
方
式
で
は
、
生
活
雑

排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
直
接
水
路
や
河

川
を
通
り
、
東
京
湾
へ
流
れ
込
む
た
め

深
刻
な
水
質
汚
濁
の
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
水
質
保
全
を
図
る

た
め
、
下
水
道
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
未
整
備
区
域
（
市
街
化
調
整
区

域
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
以
西
）
で
の
水
洗
化

を
推
進
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理

を
推
進
す
る
た
め
に
清
掃
経
費
の
一
部

を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

６，３００ｍ幹線整備延長

１９，３００人整 備 人 口

４２０ヘクタール整 備 面 積

２５，９２５百万円事 業 費

１０５．４万円／人整 備 単 価

※コストは管きょとポンプ場の
合計。

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
ま
で
事
業
認
可
の

区
域
を
拡
大

　

「
事
業
認
可
」
と
は
、
公
共
下
水
道

事
業
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
法
的
手

続
き
で
あ
り
、
平
成
６
年
に
「
小
山
馬

コ
ス
ト
縮
減
方
策

・
道
路
改
良
事
業
等
、
他
事
業
と
の
連

携
に
よ
り
下
水
道
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

・
３
か
年
分
の
工
事
実
施
計
画
を
策
定

し
、
下
水
道
総
務
課
に
お
い
て
整
備
範

囲
や
工
事
時
期
な
ど
の
情
報
提
供
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

・
当
該
年
度
に
実
施
予
定
の
公
共
下
水

道
整
備
区
域
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
処
理
場
に
関
し
て
は
、
「
東
京

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
方
策

周
知
内
容
と
周
知
方
法

認
可
区
域
外
の
生
活
排
水
に
つ
い
て

　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
及
び
近
隣
環
境
に
お
け
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
、
平
成　

年
度
に
実
施

１５

し
た
大
気
そ
の
他
の
調
査
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

大
気
調
査
に
つ
い
て
は
表
１
の
６
か

所
で
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
す
る

空
気
の
採
取
は
、
１
週
間
連
続
の
方
法

で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌
に
つ
い

て
は
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
よ
そ
１
㎞
の
場
所
と
し
て
、
表
２
の

地
点
で
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

水
質
、
焼
却
炉
の
排
ガ
ス
等
に
つ
い
て

表
３
〜
４
に
示
し
た
地
点
で
測
定
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

大
気
や
土
壌
に
つ
い
て
は
環
境
基
準

値
以
下
で
し
た
。

　

ま
た
、
排
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
転

中
の
す
べ
て
の
焼
却
炉
に
つ
い
て
、
排

ガ
ス
の
基
準
で
あ
る
１
�
（
排
ガ
ス
１

立
方
㍍
あ
た
り
。
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は　

億
１０

分
の
１
グ
ラ
ム
）
を
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
清
掃
工
場
の
排
水
と
埋
立

地
の
浸
出
水
を
処
理
し
て
い
る
排
水
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
水
も
排
水
基
準
値

以
下
で
し
た
。

ナ　

ノ

グ
ラ
ム

○
調
査
方
法

○
調
査
結
果

表１　環境大気測定結果 表２　土壌測定結果
（単位：pg-TEQ/g）

表３　排ガス等測定結果

（単位： pg-TEQ／m3）

表４　水質等測定結果

公共下水道事業認可区域

凡　例�

行政界�

事業認可区域（処理区界）�

鶴川幹線（延伸）�

今回事業認可拡大区域�

既事業認可区域�

１９８５�１９８６�１９８７�１９８８�１９８９�１９９０�１９９１�１９９２�１９９３�１９９４�１９９５�１９９６�１９９７�１９９８�１９９９�２０００�２００１�２００２�２００３�年度�

人口普及率と面積普及率�％�

０�

２０�

４０�

６０�

８０�

１００�

人口普及率�
面積普及率�

排水基準値：１０２００４
２/９

２００３
８/２２

採取日
採取場所 環境基準値：１

１０．０３００．０３０モ ニ タ リ ン グ 井 戸 水
１００．０００４７０．０７３処 理 水
１０．０３００．０３０埋 立 地 南 側 井 戸

７．０原 水 （ 処 理 前 ）
０．４５埋立地浸出水（池辺）
６６工 場 排 水 （ 処 理 前 ）
０．０９３埋立地浸出水（峠谷）
０．０６８脱 水 汚 泥

環境基準値
測　定　結　果採取日

採取場所 平均’０４/２/
３～１０

’０３/１１/
１４～２１

’０３/８/
２２～２９

’０３/６/
２０～２７

０．６

０．０５１０．０３８０．０８５０．０４７０．０３５少 年 野 球 場
０．０５６０．０５００．０７６０．０４９０．０４８大 賀 ぐ う し 館
０．０５９０．０５１０．０８３０．０４２（下段は二重測定）
０．０５９０．０３００．１１０．０５６０．０４１小 山 田 中 学 校
０．０５６０．０４４０．０８１０．０６１０．０３８小 山 田 小 学 校
０．０５３０．０４１０．０７９０．０４２０．０４８埋 立 地 北 側
０．０５１０．０３８０．０８３０．０４６０．０３７埋 立 地 南 側

土壌
環境基準値

測定結果採取日

採取場所 ’０４/２/９

１０００

９．９南東　　約１㎞
２５南南西　約１㎞
３．３西　　　約１㎞
０．０７９北北西　約１㎞

湾
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
」
で

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
放
流
水
質

に
関
す
る
水
質
基
準
を
達
成
す
る
た
め

に
、
「
町
田
下
水
処
理
場
」
「
鶴
見
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
高
度
処
理
施

設
を
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

飛　灰排ガス排出基準値排ガス
採取日

ng-TEQ/gng-TEQ/m3Ｎng-TEQ/m3N
０．４８

１

０．１６’０３/９/５２号炉
４．２０．２２’０３/９/４３号炉
５．８０．１６’０３/７/１５４号炉
３．５’０３/７/１５固化灰
１．５０．０９６’０３/１１/２６２号炉
０．８８０．１５’０３/１１/２６３号炉
１４０．３１’０３/１２/１９４号炉

次
期
長
期
計
画
期
間
中
の
整
備

方
針（
平
成　

年
〜　

年
）

１５

１９

下
水
道
事
業
の

効
率
化
・
重
点
化
計
画

・
鶴
川
幹
線
を
延
伸
し
、
相
原
・
小
山

町
方
面
へ
の
汚
水
枝
線
整
備
を
優
先
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
町
田
処
理
区
内
に
点
在
す
る
未
整
備

箇
所
の
早
期
対
策
を
図
り
ま
す
。


